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みる．図１は，長方形の接合の Ic-H (Hx, Hy)磁界特性の測







































1 2とし，酸化膜の厚さを tb とおくと，和 d [=12tb]



























例し，      
 i sin    
の関係が成り立つ．基準となる下部の電極内の任意の点
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  
である．ここでゲージ不変な位相差の前半は，上部電極
の点 b の位相(b)と，基準となる下部電極の点 a のオー














    
である．特に，長方形 abcd に鎖交する磁束が磁束量子
0１個分であれば，位相の増分は 2である．





















yはそれぞれ接合バリア領域を x 方向および y 方向に
貫く磁束量とする．0を磁束量子 h/(2e)として，(では
x, y= 0) ,では0, 0) ,  では, 
0)である．この場合は=で最大の接合電流値
をとることになる．さらに磁界を増やして，x, yが ()
では 0) (では0, 0) ()では,0)である．この
３例では，変調周期がちょうど接合寸法になるので， 
の値によらず接合電流値は零である．さらに，x, 





















































がH >500 (A/m) の領域でやや飽和するのは，侵入長の周
波数依存性によるとされる． 
 
    
図７(a-e)有限電圧での電流ステップ 
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